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研究成果の概要（和文）： 
口臭症の診断に関して、真性のみならず仮性口臭症の診断に活用できる可能性のある質問票の有用性を

解析し論文にて発表した。口臭治療や口臭のコントロールには機械的口腔清掃に加え、マウスウォッシュ

による化学的コントロールも有用であることを論文にて発表した。また、口臭のコントロールには生活習

慣へのアプローチの必要性を示唆する結果も得られた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In the results of diagnosis, especially on not only genuine but also pseudo halitosis, we 
have investigated some kinds of questionnaires and found them useful on it. The results of 
our studies were conducted to obtain effective methods of treatment for halitosis control by 
brushing or mouthwash. Moreover it was suggested that some approaches for life habits 
were necessary for halitosis control.               
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１．研究開始当初の背景 

(1) 口臭は、社会生活をしていくうえで一

番重要な人間同志のコミュニケーションの

障害となる。自分の口臭は自分ではなかなか

気づきにくい。他の人に指摘された経験から、

心理的な傷を負い、行動が消極的になり、良

好な人間関係を築くことが困難になる場合

も多い。また、口臭が改善された後も何時ま

でも不安になり、仮性口臭症を発症する場合

もある。 

(2) 口臭の発生要因として、口腔内環境が、

生理学的、生化学的、微生物学的にバランス

が崩れ、不調和が生じることが挙げられる。

その具体的な指標として、呼気、唾液、舌苔、

歯垢、口腔機能、ストレス、食生活、生活習

慣、日常生活リズムなどがあり、それらを詳

細に包括的に検討する必要性が求められて

いる。 
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(1) 東京医科歯科大学歯学部附属病院 息

さわやか外来を受診した口臭を主訴とする

口臭症患者を対象として、口臭診療における

医療面接や質問票から取得した情報、診療の

一環として採取した試料(口腔のガス、唾液、

舌苔、歯垢など)並びに診断および治療を通じ

て得られた検査結果などの情報を用い、それ

らを分析検討し、口臭症の診断と治療を効果

的かつ効率良く行うシステムを構築するこ

とを目的とする。 
(2) 口臭症患者は一般的にストレス度が高

く、社会生活が営めない、人とコミュニケー

ションがとれないなどを訴えるものも多い。

そこで、社会不安適応障害やうつ状態などに

関する質問票の治療前後の変化等について

検討する。 
(3) 口臭症の患者のみならず、一般の人々の

生理的口臭の予防に有効な口臭コントロー

ル方法を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 東京医科歯科大学歯学部附属病院 息

さわやか外来を受診した口臭症患者を対象

とし、①口臭診療における医療面接や質問票

から取得した情報、②診療の一環として採取

した試料(口腔のガス、唾液、舌苔、歯垢など)、
③治療を通じて得られた検査結果などの情

報、それら情報やデータを総合的に分析する。

特に、対象者の心理状態、生活習慣、全身状

態等に関する質問票調査を行う。社会不安適

応障害やうつ状態などに関する質問票を利

用し、その結果から心理面の配慮が必要な対

象者を把握する。また、口臭症の診断と治療

を効果的かつ効率良く行うシステムを構築

するためのエビデンスを蓄積し、考察する。 
(2) 口臭症の患者だけでなく、一般の人々の

口臭のセルフケア方法、特にマウスウォッシ

ュなどの効果について、個人にあった効果的

で副作用の少ない方法の検討を行う。 
(2) 唾液の検査、特に唾液量、粘度、濁度、

微生物などと口臭との関連性を分析する。 
(3) 得られたデータを匿名化し、コンピュー

タに入力し、各要因の関連性等を分析する。 
研究成果の公表：学会発表や論文発表を通し

て、研究成果を広く公表する。 
 

４．研究成果 
(1) 口臭症患者 262 名を対象に口臭や生活

習慣に関する質問票に加え、社会不安適応障

害に関する質問票（LSAS：the Liebowitz  
Social Anxiety Scale）および口臭に関する不

安の程度の調査票（VAAS： the Visual 
Analogue Scale of Anxiety) を用い、口臭症

患者の傾向を解析した。口臭専門外来を受診

する患者の 20％以上に社会不安適応障害が

疑われ、実際、口臭が認められた真性口臭症

の患者で、治療後に不安が改善されにくい傾

向と社会不安適応障害度との関連性がみら

れ、LSAS などの質問票を組み合わせること

により、仮性口臭症の診断に活用できる可能

性が示唆された。 
以下に財津らの論文『 Social anxiety 

disorder in genuine halitosis patients』のロ

ジスティック回帰分析で、初診に口臭に関す

る悩み度の高い者は、ＬＳＡＳも高く、診療

後も悩みに関しての改善は低いことが示さ

れた。  

 
 

(2) 口臭治療や口臭のコントロールには舌

苔や歯垢などの口腔内の微生物、バイオフィ

ルムの機械的口腔清掃が効果的であること

が判明している。その口腔内の微生物の多寡

の指標として、唾液の性状や濁度も口臭と関

連していること示唆された。また、マウスウ

ォッシュによる化学的コントロールの有用

性が示唆された。ただし、マウスウォッシュ

に配合されている薬用成分によりその効果

や副作用も異なり、使用方法などのさらなる

検討が必要性であることが示唆された。 
以下、いくつかの論文および学会発表にお

ける概要を示す。 
竹原らは論文『Relationship between oral 

malodor and glycosylated salivary 
proteins』で、唾液中のある種のタンパクが

口臭と関連していることを示唆した。 
Pham らは論文『Clinical trial of malodor 

treatment in patients with periodontal 



 

 

diseases』で、歯周疾患の重症度により、効

果的な口臭治療のアプローチ法に違いがあ

ること示し、口臭治療において歯周疾患の状

態を十分把握してアプローチすることの重

要性を示した。 
Phamらは 2011年の第 60回口腔衛生学会

で『Relationship of Turbidity with Oral 
Health Status and Oral Malodor』のタイト

ルで発表を行い、口臭と唾液の濁度の関連性

を示した。 
品田らは論文『Effects of a mouthwash 

with chlorine dioxide on oral malodor and 
salivary bacteria a randomized 
placebo-controlled 7-day trial』で、二酸化
塩素を配合するマウスウォッシュを１日 2回
7 日間使用することで、下表のように、起床
時の生理的口臭が改善されることを示した。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の結果を踏まえ、口臭症患者で、主に

生理的口臭が原因で、口臭を訴えている者に
口臭コントロールとしてマウスウォッシュ
を勧めて症例検討を行っているが、例数が少
なく、学会等での発表は行っていない。 
また、一般に市販されているマウスウォッ

シュで、抗菌作用や消臭作用が期待される成
分の配合された 3 種を用い、9 名のボランテ
ィアで 1 日 2 回 1 週間使用することで、起床
時の生理的口臭への効果を調べた。結果、2
種のマウスウォッシュに効果がみられたが、
舌のピリピリ感などを訴える者もいた。市販
のマウスウォッシュを口臭のコントロール
として勧める場合に、その効果的な使用方法
を指導するとともに、副作用に関しても情報
提供することの必要性が示唆された。なお、
本研究は、学会発表は行っていない。 

 
(3) 口臭のコントロールには口腔の微生

物のコントロールとともに食生活などの生
活習慣も関連していることが示唆され、口臭

予防や口臭のコントロールに、食生活・生活
習慣へのアプローチの必要性も示唆された。 
以下に横山らの論文『Oral malodor and 

related factors in Japanese senior high 
school students』や植野らの論文『Effects of 
an oral health education program targeting 
oral malodor prevention in Japanese senior 
high school students』において、高校生の
生活習慣と口臭に関する研究を行い、朝食の
欠食や口腔清掃不良などの要因が口臭（生理
的）と関連があり、健康教育により改善され
ることを発表した。 
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